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(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 税引前四半期純利益
当社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 2025年3月期第3四半期 2,327,519 8.0 223,279 9.0 237,147 3.3 181,539 4.5

 2024年3月期第3四半期 2,155,411 2.9 204,927 1.1 229,664 12.1 173,760 13.0

(注)四半期包括利益 2025年3月期第3四半期 259,440百万円 (△10.2％) 2024年3月期第3四半期 288,860百万円 (32.9％)

基本的1株当たり当社株主に
帰属する四半期純利益

希薄化後1株当たり当社株主に
帰属する四半期純利益

円 銭 円 銭

 2025年3月期第3四半期 150.75 150.59

 2024年3月期第3四半期 144.36 144.19

総資産 資本合計(純資産) 株主資本 株主資本比率

百万円 百万円 百万円 ％

 2025年3月期第3四半期 5,278,927 3,396,803 3,392,587 64.3

 2024年3月期 4,783,460 3,173,315 3,169,247 66.3

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 2024年3月期 － 70.00 － 80.00 150.00

 2025年3月期 － 30.00 －

 2025年3月期(予想) 30.00 60.00

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 税引前当期純利益
当社株主に帰属する

当期純利益

1株当たり

当社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,150,000 6.4 315,000 13.8 325,000 2.4 250,000 2.7 207.50

1．2025年3月期第3四半期の連結業績(2024年4月1日～2024年12月31日)

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、

「基本的1株当たり当社株主に帰属する四半期純利益」及び「希薄化後1株当たり当社株主に帰属する四半期純利益」を算定しております。

(2)連結財政状態

(注)資本合計（純資産）は、P.8の連結貸借対照表の純資産合計を読み替えております。

2．配当の状況

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2024年3月期 期末配当金の内訳 ：普通配当 70円00銭 創立90周年記念配当 10円00銭

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。2024年3月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額

を記載しております。

3.2025年 3月期の連結業績予想(2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注)「1株当たり当社株主に帰属する当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2024年12月31日現在の発行済株式数（自己

株式数を除く）を使用しております。



① 期末発行済株式数(自己株式を含む)  2025年3月期3Q 1,243,877,184株  2024年3月期 1,243,877,184株

② 期末自己株式数  2025年3月期3Q 39,071,161株  2024年3月期 39,809,292株

③ 期中平均株式数(四半期累計)  2025年3月期3Q 1,203,238,177株  2024年3月期3Q 1,202,817,591株

※ 注記事項

(1)当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3)会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無

② ①以外の会計方針の変更                  ： 無

(4)発行済株式数(普通株式)

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」、及び「期中平均株式数」を算定しております

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件等については、添付資料P.5「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ

い。
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（単位：億円）

2025年3月期
第3四半期累計

2024年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

国内売上高 32.9％ 7,656 34.9％ 7,512 144 1.9 ％

海外売上高 67.1％ 15,619 65.1％ 14,042 1,577 11.2 ％

売上高 100.0％ 23,275 100.0％ 21,554 1,721 8.0 ％

営業利益 9.6％ 2,233 9.5％ 2,049 184 9.0 ％

税金等調整前四半期純利益 10.2％ 2,371 10.7％ 2,297 75 3.3 ％

当社株主帰属四半期純利益 7.8％ 1,815 8.1％ 1,738 78 4.5 ％

為替レート（円／米＄） 152円 144円 8円

為替レート（円／Euro） 165円 156円 9円

【事業セグメント別の売上高】 (単位：億円)

セグメント
2025年3月期

第3四半期累計
2024年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

ヘルスケア 7,126 6,907 219 3.2 ％

エレクトロニクス 3,262 2,558 704 27.5 ％

ビジネスイノベーション 8,620 8,403 218 2.6 ％

イメージング 4,267 3,686 581 15.8 ％

連結合計 23,275 21,554 1,721 8.0 ％

【事業セグメント別の営業利益】 (単位：億円)

セグメント
2025年3月期

第3四半期累計
2024年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

ヘルスケア 328 603 △274 △45.5 ％

エレクトロニクス 591 334 257 76.9 ％

ビジネスイノベーション 428 485 △58 △11.9 ％

イメージング 1,150 890 260 29.3 ％

全社費用等 △264 △262 △2 －

連結合計 2,233 2,049 184 9.0 ％

1.当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当社グループの2025年3月期第3四半期累計期間における連結売上高は、半導体材料、イメージング等

を中心に売上を伸ばし、2兆3,275億円（前年同期比8.0％増）となりました。

　営業利益は、2,233億円（前年同期比9.0％増）となりました。税金等調整前四半期純利益は、為替差

益等により2,371億円（前年同期比3.3％増）、当社株主帰属四半期純利益は1,815億円（前年同期比

4.5％増）となりました。当四半期累計期間の円為替レートは、対米ドルで152円、対ユーロで165円とな

りました。

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリア

ルズ)セグメントからビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメ

ント単位での一体運営が進んだ状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消

去後の金額に変更しております。前年同期についても、上記の変更後の区分方法により作成したものを

記載しております。
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「ヘルスケア部門」

　ヘルスケア部門の連結売上高は、7,126億円（前年同期比3.2％増）となりました。

　当部門の営業利益は、328億円（前年同期比45.5％減）となりました。

　メディカルシステム事業では、中国における医療機材の需要減の影響を受けるも、内視鏡やCT・MRI、

体外診断（IVD）等の分野で販売が好調に推移したことにより、売上が増加しました。X線画像診断分野

では、日本におけるデジタルマンモグラフィ撮影装置「Amulet SOPHINITY」及び「Amulet ELITE」の販

売伸長に加え、日本・欧州を中心とした、契約率向上による保守サービス事業の拡大等により、売上が

増加しました。医療IT分野では、電子カルテ・レセプト関連事業を2023年10月に譲渡した影響で売上が

減少しましたが、医用画像情報システム（PACS）「SYNAPSE」や3D画像解析システム「SYNAPSE 

VINCENT」を中心としたシステム・サービス販売が日本・米国・欧州・中東・東南アジア等で好調に推移

し、事業譲渡影響を除く売上は増加しました。超音波診断分野は、POC(Point of Care)向け超音波診断

装置を中心とした米国における販売が堅調に推移し、他地域の落ち込みをカバーしたことで、前年同期

並みの売上となりました。内視鏡分野では、日本・米国・欧州をはじめとする主要市場で販売が伸長

し、売上が増加しました。日本では、画像処理エンジンを一新し高画質を追求したフラッグシップモデ

ル「ELUXEO 8000システム」を2024年5月に発売し、売上拡大に寄与しました。体外診断（IVD）分野で

は、血液生化学検査「富士ドライケム」機器・スライドの販売が好調に推移したことにより、売上が増

加しました。CT・MRI画像診断分野では、米国・欧州・中南米を中心に販売が伸長したこと等により売上

が増加しました。

　バイオCDMO事業では、テキサス拠点の中小型製造設備で商用製造拡大に向けた体制強化のために稼働

調整を実施したものの、デンマーク拠点の大型製造設備において抗体医薬品の受託製造が堅調に推移し

たこと等により、売上が増加しました。2024年11月には、デンマーク拠点にて、20,000リットルの動物

細胞培養タンク6基を増設する第1次設備増強工事を完了し、稼働を開始しました。当社は、高い成長を

続けるバイオ医薬品市場に対して、生産プロセスの開発受託に加え、小規模生産から大規模生産、原薬

から製剤・包装の受託等、お客様のニーズに一貫してお応えできる体制を整備し、事業の成長を一段と

加速していきます。

　ライフサイエンス事業では、創薬支援向け細胞・培地・試薬の販売、iPS細胞治療薬の開発受託が安定

して推移し、売上が増加しました。

　医薬品事業では、COVID-19国産ワクチンの治験薬受託製造が寄与するも、前年に特許ライセンス収入

を計上した反動等により、売上が減少しました。

　コンシューマーヘルスケア事業では、2024年3月に発売した化粧品「ASTALIFT WHITE　ADVANCED 

LOTION」「ASTALIFT WHITE ADVANCED CREAM」の販売が好調に推移したものの、その他化粧品、及び市場

全体が停滞したサプリメントの販売減少等により、事業全体では売上が減少しました。

　CRO事業では、当社独自のiPS 細胞技術や AI 技術を活用し、新たな医薬品のシーズ探索や有効性・安

全性評価等のサービス提供を進めています。

「エレクトロニクス部門」

　エレクトロニクス部門の連結売上高は、3,262億円（前年同期比27.5％増）となりました。

　当部門の営業利益は、591億円（前年同期比76.9％増）となりました。

　半導体材料事業では、生成AI向け先端半導体の需要拡大に加え、2023年10月に米国Entegris社から買

収を完了した半導体用プロセスケミカル事業が寄与したことで、売上が増加しました。2024年10月に

は、EUVレジスト及びEUV現像液の販売開始と静岡・韓国平澤拠点の生産能力増強の他、12月には、AI向

け半導体の需要拡大に対応するため、熊本拠点のCMPスラリー生産能力増強を発表しました。今後も積極

的な成長投資を継続し、当社ワンストップソリューションによる高品質材料の安定生産や強固なグロー

バル供給体制を構築していきます。

　2024年6月に、ディスプレイ材料事業、産業機材事業、ファインケミカル事業を統合し、アドバンスト

ファンクショナルマテリアルズ事業部を設立したのに伴い、当該事業をAF事業として開示しています。

AF事業では、人材、ビジネス資産を一元化し、近接領域での相乗効果を創出、また、コア技術や、市場

への深い理解に基づく新規ビジネス開発の知見を事業・市場軸で共有することで、市場開拓力を強化・

向上させていきます。当期は、OLED向け反射防止材料の受注好調等により、売上が増加しました。
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「ビジネスイノベーション部門」

　ビジネスイノベーション部門の連結売上高は、8,620億円（前年同期比2.6％増）となりました。

　当部門の営業利益は、428億円（前年同期比11.9％減）となりました。

　ビジネスソリューション事業では、Windows10サポート終了に伴う買い替え需要を梃子にしたDX関連ソ

リューション販売が伸長したこと等により、売上が増加しました。2024年10月には、当社の連結子会社

でロボティクス技術とAIを使って、紙文書を高速で電子化し、さらにデータ活用環境までを提供するこ

とで、お客様のデジタルシフトに貢献してきた富士フイルムRIPCORD合同会社を100％子会社化しまし

た。また、オセアニア地域を中心に基幹システムの販売・導入支援事業を展開するFUJIFILM 

MicroChannel Services Pty Ltdは、DXC Technology Companyのオセアニアにおける中堅・中小企業向け

の基幹システム販売・導入支援事業を買収しました。引き続き事業体制を強化し、お客様のステージに

合わせたIT環境の構築と運用を提供することで、グローバルでお客様のビジネスイノベーションパート

ナーになることを目指します。

　オフィスソリューション事業では、中国の景気減速を中心としたアジア地域における販売減や低採算

の欧米向けプリンターの販売を終了したこと等により、売上が減少しました。2024年10月には、A3デジ

タルカラー複合機「Apeos」シリーズ3機種10商品の販売を開始しました。また、イタリア、イギリスに

続き、スペインとフランスでオフィス向けデジタルカラー複合機の販売を開始し、新たに欧州地域での

販売エリアを拡大しました。当社は今後も、グローバルでの複合機販売を強化していきます。

　グラフィックコミュニケーション事業では、デジタル印刷分野におけるプロダクションプリンターの

欧米向け販売伸長、インクジェット分野におけるインクジェットヘッドの販売伸長等により、売上が増

加しました。2024年12月には、プロダクションプリンター「Revoria Press」シリーズのミドルレンジモ

デルの新商品として、CMYKの4色トナーに加え特殊トナー
※
を搭載し、1パスで5色印刷を可能にした

「Revoria Press EC2100S」、「Revoria Press SC285S」の発売を発表しました。当社は、オフセットか

らデジタル印刷、さらには印刷ワークフローに関するDXソリューションまでを、ワールドワイドのお客

様にお届けするソリューションパートナーとして、お客様への提供価値拡大を実現する商品の提供を通

じ、印刷ビジネスの拡大に貢献していきます。
※
クリア・ピンク、カスタムレッド、ゴールド、シルバー、ホワイトの特殊トナー（ゴールド・シルバー・ホワイトは後

日発売予定）。

「イメージング部門」

　イメージング部門の連結売上高は、4,267億円（前年同期比15.8％増）となりました。

　当部門の営業利益は、1,150億円（前年同期比29.3％増）となりました。

　コンシューマーイメージング事業では、インスタントフォトシステム「instax」の販売が好調に推移

したことにより、売上が増加しました。2024年9月には、スマートフォンの画像をカードサイズのチェキ

フィルムにプリントできるスマホプリンター“チェキ”「instax mini Link 3」を発売し、インスタン

トカメラのラインアップと共に年末商戦において順調に販売が伸長しました。当社は今後も、“撮った

その場で、すぐにプリントが楽しめる”インスタントフォトシステムinstaxの世界を広げていきます。

　プロフェッショナルイメージング事業では、引き続きデジタルカメラの販売が好調に推移したことに

より、売上が増加しました。2024年11月には、ミラーレスデジタルカメラ「Xシリーズ」で最軽量となる

「FUJIFILM X-M5」を発売、また当社初の映像制作用カメラ「FUJIFILM GFX ETERNA」の開発を発表しま

した。今後も、「GFX シリーズ」ではラージフォーマットによる圧倒的高画質を、「X シリーズ」では

画質とサイズのベストバランスを実現し、デジタルカメラユーザーや映像業界に魅力的な製品を提供し

ていきます。

(2）財政状態に関する説明

　2025年3月期第3四半期末は、有形固定資産等の増加により、前期末（2024年3月31日）に比べ、資産が

4,955億円増の5兆2,789億円となりました。負債は2,720億円増の1兆8,821億円となりました。株主資本

は2,233億円増の3兆3,926億円となりました。この結果、流動比率は前期末に比べ10.4ポイント増の

145.5％の一方、負債比率は4.7ポイント増の55.5％、株主資本比率は2.0ポイント減の64.3％となりまし

たが、資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維持しております。
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(単位：億円)

2025年3月期
第3四半期累計

2024年3月期
第3四半期累計

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,828 2,420 408

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,279 △3,913 △365

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,696 1,072 624

(単位：億円)

2025年3月期
（業績予想）

2024年3月期
（実績）

増減率・増減額

売上高 31,500 29,609 6.4％

営業利益 3,150 2,767 13.8％

税金等調整前当期純利益 3,250 3,173 2.4％

当社株主帰属当期純利益 2,500 2,435 2.7％

ROE（％） 7.8 8.2 -0.4pt

ROIC（％） 5.4 5.6 -0.2pt

為替レート　　（円／米＄） 152円 145円 7円

為替レート　　（円／Euro） 164円 157円 7円

【キャッシュ・フローの状況】

　2025年3月期第3四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少等に

より、2,828億円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の購入等に

より、4,279億円の支出となりました。この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動による

キャッシュ・フローを合計したフリー・キャッシュ・フローは、△1,451億円となりました。財務活動に

よるキャッシュ・フローは、長期債務による調達により、1,696億円の収入となりました。

　現金及び現金同等物の2025年3月期第3四半期末残高は、前期末(2024年3月31日)に比べ365億円増加

し、2,162億円となりました。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（2025年3月期の連結業績予想）

　2025年3月期業績は、連結売上高は3兆1,500億円(前期比6.4％増)、営業利益は3,150億円(前期比

13.8％増)、税金等調整前当期純利益は3,250億円(前期比2.4％増)、当社株主帰属当期純利益は2,500億

円(前期比2.7％増)を予想しております。

　通期での対米ドル円為替レートを152円、対ユーロ円為替レートを164円で想定しております。
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2. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更

　該当事項はありません。

3. 継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期
連結会計期間末

2024年12月31日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2024年3月31日現在

増減
(△は減少)

［資産の部］

流動資産

現金及び現金同等物 216,247 179,715 36,532

受取債権

営業債権 661,726 674,112 △12,386

リース債権 35,576 39,248 △3,672

関連会社等に対する債権 2,179 2,397 △218

信用損失引当金 △17,940 △19,172 1,232

681,541 696,585 △15,044

棚卸資産 615,685 547,803 67,882

前払費用及びその他の流動資産 165,785 150,525 15,260

流動資産 合計 1,679,258 1,574,628 104,630

投資及び長期債権

関連会社等に対する投資及び貸付金 39,261 40,771 △1,510

投資有価証券 74,570 83,458 △8,888

長期リース債権 50,506 55,296 △4,790

その他の長期債権 46,974 30,537 16,437

信用損失引当金 △1,550 △2,185 635

投資及び長期債権 合計 209,761 207,877 1,884

有形固定資産

土地 113,051 113,350 △299

建物及び構築物 940,691 818,610 122,081

機械装置及びその他の有形固定資産 1,693,580 1,611,452 82,128

建設仮勘定 874,955 685,176 189,779

3,622,277 3,228,588 393,689

減価償却累計額 △1,882,930 △1,832,853 △50,077

有形固定資産 合計 1,739,347 1,395,735 343,612

その他の資産

オペレーティング・リース使用権資産 92,092 100,094 △8,002

営業権 976,618 953,835 22,783

その他の無形固定資産 168,843 178,335 △9,492

その他 413,008 372,956 40,052

その他の資産 合計 1,650,561 1,605,220 45,341

 資産 合計 5,278,927 4,783,460 495,467

4. 四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期
連結会計期間末

2024年12月31日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2024年3月31日現在

増減
(△は減少)

［負債の部］

流動負債

社債及び短期借入金 275,516 317,103 △41,587

支払債務

営業債務 285,335 262,752 22,583

設備関係債務 106,353 82,421 23,932

関連会社等に対する債務 1,403 1,305 98

393,091 346,478 46,613

未払法人税等 33,285 47,947 △14,662

未払費用 234,824 251,205 △16,381

短期オペレーティング・リース負債 29,421 32,589 △3,168

その他の流動負債 188,173 170,519 17,654

流動負債 合計 1,154,310 1,165,841 △11,531

固定負債

社債及び長期借入金 469,967 185,716 284,251

退職給付引当金 20,596 21,055 △459

長期オペレーティング・リース負債 65,352 72,223 △6,871

その他の固定負債 171,899 165,310 6,589

固定負債 合計 727,814 444,304 283,510

負債 合計 1,882,124 1,610,145 271,979

［純資産の部］

株主資本

資本金 40,363 40,363 －

普通株式

発行可能株式総数  2,400,000,000株

発行済株式総数    1,243,877,184株

利益剰余金 2,886,485 2,741,416 145,069

その他の包括利益累積額 520,858 443,619 77,239

自己株式 △55,119 △56,151 1,032

株主資本 合計 3,392,587 3,169,247 223,340

非支配持分 4,216 4,068 148

純資産 合計 3,396,803 3,173,315 223,488

 負債・純資産 合計 5,278,927 4,783,460 495,467

2024年12月31日現在 2024年3月31日現在
増減

（△は減少）

為替換算調整額 542,926 465,118 77,808

年金負債調整額 △22,206 △21,497 △709

デリバティブ未実現損益 138 △2 140

 (注)その他の包括利益累積額 内訳
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減

(△は減少)

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 2,327,519 100.0 2,155,411 172,108 8.0

売上原価 58.9 1,371,766 59.4 1,280,654 91,112 7.1

売上総利益 41.1 955,753 40.6 874,757 80,996 9.3

営業費用

販売費及び一般管理費 26.3 611,012 25.6 552,115 58,897 10.7

研究開発費 5.2 121,462 5.5 117,715 3,747 3.2

31.5 732,474 31.1 669,830 62,644 9.4

営業利益 9.6 223,279 9.5 204,927 18,352 9.0

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 10,305 9,311 994

支払利息 △6,142 △6,061 △81

為替差損益・純額 1,681 △1,522 3,203

持分証券に関する損益・純額 △820 15,730 △16,550

その他損益・純額 8,844 7,279 1,565

0.6 13,868 1.2 24,737 △10,869 △43.9

税金等調整前四半期純利益 10.2 237,147 10.7 229,664 7,483 3.3

法人税等 2.4 54,818 2.7 58,910 △4,092 △6.9

持分法による投資損益 0.0 △148 0.0 2,231 △2,379 －

四半期純利益 7.8 182,181 8.0 172,985 9,196 5.3

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △642 0.1 775 △1,417 －

 当社株主帰属四半期純利益 7.8 181,539 8.1 173,760 7,779 4.5

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

【第3四半期連結累計期間】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2023年10月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 812,770 100.0 766,941 45,829 6.0

売上原価 58.9 478,655 58.7 450,571 28,084 6.2

売上総利益 41.1 334,115 41.3 316,370 17,745 5.6

営業費用

販売費及び一般管理費 25.3 205,617 25.8 197,695 7,922 4.0

研究開発費 5.0 40,823 5.1 39,294 1,529 3.9

30.3 246,440 30.9 236,989 9,451 4.0

営業利益 10.8 87,675 10.4 79,381 8,294 10.4

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 3,280 3,341 △61

支払利息 △1,867 △2,199 332

為替差損益・純額 2,698 △6,173 8,871

持分証券に関する損益・純額 3,206 892 2,314

その他損益・純額 1,761 2,348 △587

1.1 9,078 △0.3 △1,791 10,869 －

税金等調整前四半期純利益 11.9 96,753 10.1 77,590 19,163 24.7

法人税等 3.1 24,897 2.4 18,042 6,855 38.0

持分法による投資損益 0.0 △475 0.2 777 △1,252 －

四半期純利益 8.8 71,381 7.9 60,325 11,056 18.3

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △142 △0.1 △125 △17 －

 当社株主帰属四半期純利益 8.8 71,239 7.8 60,200 11,039 18.3

【第3四半期連結会計期間(3ヶ月)】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減
(△は減少)

四半期純利益 182,181 172,985 9,196

その他の包括利益(△損失)　－税効果調整後

為替換算調整額 77,828 116,130 △38,302

年金負債調整額 △709 △124 △585

デリバティブ未実現損益 140 △131 271

合計 77,259 115,875 △38,616

四半期包括利益 259,440 288,860 △29,420

控除:非支配持分帰属四半期包括損益 △662 4,821 △5,483

 当社株主帰属四半期包括利益 258,778 293,681 △34,903

（四半期連結包括利益計算書）

【第3四半期連結累計期間】

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2023年10月 1日

至　2023年12月31日

増減
（△は減少）

四半期純利益 71,381 60,325 11,056

その他の包括利益(△損失)　－税効果調整後

為替換算調整額 164,780 △63,566 228,346

年金負債調整額 △535 △390 △145

デリバティブ未実現損益 119 △21 140

合計 164,364 △63,977 228,341

四半期包括利益(△損失) 235,745 △3,652 239,397

控除:非支配持分帰属四半期包括損益 △417 △39 △378

 当社株主帰属四半期包括利益(△損失) 235,328 △3,691 239,019

【第3四半期連結会計期間(3ヶ月)】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減
（△は減少）

I.営業活動によるキャッシュ・フロー

1．四半期純利益 182,181 172,985 9,196

2．営業活動により増加した純キャッシュへの調整

(1) 減価償却費 117,867 110,149 7,718

(2) 持分証券に関する損益 820 △15,730 16,550

(3) 持分法による投資損益(受取配当金控除後) 535 △1,696 2,231

(4) 資産及び負債の増減

受取債権の減少 27,689 33,367 △5,678

棚卸資産の増加(△) △56,598 △6,551 △50,047

営業債務の増加・減少(△) 18,996 △13,436 32,432

前払費用及びその他の流動資産の増加(△) △13,027 △4,070 △8,957

未払法人税等及びその他負債の増加・減少(△) 11,802 △19,737 31,539

(5) その他 △7,464 △13,285 5,821

小計 100,620 69,011 31,609

営業活動によるキャッシュ・フロー 282,801 241,996 40,805

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 有形固定資産の購入 △379,119 △298,954 △80,165

2. ソフトウェアの購入 △41,244 △32,982 △8,262

3. 投資有価証券の売却及び満期償還 8,314 12,503 △4,189

4. 投資有価証券の購入 △430 △723 293

5. 定期預金の減少(純額) 407 1,637 △1,230

6. 関連会社投融資及びその他貸付金の増加 － △253 253

7. 事業の買収 △3,710 △103,921 100,211

(買収資産に含まれる現金及び現金同等物控除後)

8. 事業の売却 － 12,356 △12,356

(処分した現金及び現金同等物控除後)

9. その他 △12,074 19,010 △31,084

投資活動によるキャッシュ・フロー △427,856 △391,327 △36,529

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 長期債務による調達額 350,000 － 350,000

2. 長期債務の返済額 △31,675 △67,563 35,888

3. 満期日が3ヵ月以内の短期債務の増加・減少(△)(純額) △76,403 299,062 △375,465

4. 親会社による配当金支払額 △68,252 △56,170 △12,082

5. 非支配持分への配当金支払額 △292 △12,575 12,283

6. 自己株式の取得及び売却 △15 △20 5

7. 非支配持分との資本取引 △671 △57,895 57,224

8. その他 △3,102 2,399 △5,501

財務活動によるキャッシュ・フロー 169,590 107,238 62,352

Ⅳ.為替変動による現金及び現金同等物への影響 11,997 16,424 △4,427

Ⅴ.現金及び現金同等物純増加・純減少(△) 36,532 △25,669 62,201

Ⅵ.現金及び現金同等物期首残高 179,715 268,608 △88,893

Ⅶ.現金及び現金同等物四半期末残高 216,247 242,939 △26,692

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　 【売上高】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 30.6 712,571 32.0 690,712 21,859 3.2

エレクトロニクス 14.0 326,237 11.9 255,833 70,404 27.5

ビジネスイノベーション 37.1 862,048 39.0 840,293 21,755 2.6

イメージング 18.3 426,663 17.1 368,573 58,090 15.8

連結 合計 100.0 2,327,519 100.0 2,155,411 172,108 8.0

　 【営業利益】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

営業利益 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 4.6 32,846 8.7 60,265 △27,419 △45.5

エレクトロニクス 18.1 59,068 13.1 33,389 25,679 76.9

ビジネスイノベーション 5.0 42,758 5.8 48,530 △5,772 △11.9

イメージング 27.0 115,009 24.1 88,963 26,046 29.3

計 249,681 231,147 18,534 8.0

全社費用等 △26,402 △26,220 △182 －

連結 合計 9.6 223,279 9.5 204,927 18,352 9.0

ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

（セグメント情報）

1)第3四半期連結累計期間

①事業別セグメント情報

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリアルズ)セグメン

トからビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ

状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。前年同期につい

ても、上記の変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(注)各区分に属する主要な製品の名称
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　 【海外売上高(仕向地ベース)】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

国内 32.9 765,647 34.9 751,230 14,417 1.9

海外 ：

米州 20.9 487,212 22.1 477,040 10,172 2.1

欧州 16.9 392,247 15.4 331,942 60,305 18.2

アジア及びその他 29.3 682,413 27.6 595,199 87,214 14.7

計 67.1 1,561,872 65.1 1,404,181 157,691 11.2

連結 合計 100.0 2,327,519 100.0 2,155,411 172,108 8.0

　 【事業セグメント別売上高】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2023年10月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 29.6 240,529 31.6 242,494 △1,965 △0.8

エレクトロニクス 13.3 108,405 12.3 93,992 14,413 15.3

ビジネスイノベーション 36.2 294,371 36.6 281,040 13,331 4.7

イメージング 20.9 169,465 19.5 149,415 20,050 13.4

連結 合計 100.0 812,770 100.0 766,941 45,829 6.0

ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

②所在地別セグメント情報

(注)【海外売上高(仕向地ベース)】は、取引先の所在地により区分し、表示しております。

2)第3四半期連結会計期間(3ヶ月)

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリアルズ)セグメン

トからビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ

状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。前年同期につい

ても、上記の変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(注)各区分に属する主要な製品の名称
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　 【海外売上高(仕向地ベース)】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

2024年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2023年10月 1日

至　2023年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

国内 32.1 260,849 32.6 250,130 10,719 4.3

海外 ：

米州 21.9 177,910 22.4 171,874 6,036 3.5

欧州 17.1 138,660 17.5 133,931 4,729 3.5

アジア及びその他 29.0 235,351 27.5 211,006 24,345 11.5

計 67.9 551,921 67.4 516,811 35,110 6.8

連結 合計 100.0 812,770 100.0 766,941 45,829 6.0

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません
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